














































(VCPL) の効果を検討したものである。 NASH はラットにコりン欠乏高脂肪
(choline-deficient high-fat、CDHF)飼料によって脂肪肝を形成させ、さらに亜硝酸ナトリウ
ム水溶液を静注することによって誘導されるが、これに対して SPを投与することにより、
肝機能障害を示す血液生化学的な指標の変動が抑制された。またNASHラット肝にお
ける大脂肪滴の沈着、肝細胞の変性、線維化、鉄沈着などの病理組織学的な変化が SP投与
によって抑制されることも示された。さらに NASHにおける活性酸素量の増加や血中抗酸
化防御能の低下なども SP投与によって抑制され、炎症性タンパク質の誘導につながる
NF・Bの核内移行の充進などの変化が SP投与によって抑制されている。これらはPC画分
の投与によっても示されており、 SPの作用の少なくとも一部が PCによって説明されるこ
とも明らかにされている。他方、 NASHラットの肝線維化や血液生化学的な肝障害の指標の
変動が VCPL投与によっても示された。このように多様な側面から NASHにおける酸化ス
トレスの充進に伴う障害と、 SPや VCPLの経口投与によるその抑制について明らかにして
おり、本論文は博士の学位に相当すると考える。
